
厳折
リ
曲
禁げ

太
枠
内

の

びわ た こ体 )
歯が場 のにし

舞 [1台 用 よ

菖響1彎単

で
枠

か
ら
は
み
出
さ

記
入
し

て
く
だ
さ

い
。

モ

の
他

の
橋

は

か

い
書

は
二

一月

し

力
■

ｒ

　

口）
及
び

刑
法
に
よ

っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
折

っ

い
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

択
掟
轟

岡
後
島
、
色
丹
島
及

せ
ん
、

て
旅
券

の
交
付

を
受
け
た
場
合
等
は
　
旅

一年
一
以
下

の
懲
役
、

二
百
万
円
＾
営
利

目
的

の
表
記
は
、
外
務
大
臣
又
は
領
事
官

が

こ
り
嘲
司
自
口
剣
ス
し
た
瓜
名

の
ま
証
撼
　
外
移
人

ト
ヌ
ロ
偲
挙
″

特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
を
除
き
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

記
載

の
個
人
情
報
は
、
旅
券
事
務

の
適

■ｉ
な
執
行
の
確
保

不
正
取
得

使
用
の
防
止
等
旅
券
秩
序

の
維
持
、
在
外
選
挙
事
務
及
び
邦
人
援
護
並

び
に
そ
の
他
必
要
に
応
じ
国
際
協
力

の
た
め
に
利
用
し
ま
す
。

記入例

受 I里

年月日

窓 □
記入欄

有効郷1間 プヽ
/

・戸籍に記載の姓名のみを記入
。フアース トミドリレのスペースなしで記入
。非ヘボン式□―マ字は裏面の

″
旅券面の

氏名表記
〃
欄に記入してください。

氏  ォ _ス テ

名

2オ ー ス

::i:11::li
な「1に |: |て くだ|● )

O S U ttE I

HAN AKO

写  真
写真は貼らずにお持ちください

注意
1中 請者本人のみ

にヽ撮影したもの

帽、無背景
×オ責3511■ ■■

1111=2inュ 1)

写真は旅券に転写

を記載してくださて、

写真の規格の詳細は当館
ウェブサイ トの例をご

｀
覧

ください。不適当な写真

は差し替えを提出してい

ただきます。

/1青吉1     /  o 5 0 1 01暴 II声
所持人自署

オースティン 花子

ft内 に記入者の氏名及び中i青者との関

係を記入してください。

(仰 |え Iぎ、b、 AV,ヽ fヽiヽ DA(Mo」 lc●

や bゝ=A ・ヽAMADA(Falller)な ど)

1(市 区都以下を記入 して ください)

|千代田区霞が関二丁目2番

※過去に申請後にも欠券を受領しなかったことがありますか。  日 ある 国ない
※旅券の所持歴ltあ りますか。□ ある (以 下に最後の旅券について記入】

2 3 4 5  遍暮I晶美 2 0 1 3 0 1 0 1
所持人自署の言語や書体は間
いませんが、旅券面に転写さ

れます。繰り返し同様の署名

可能な署名をしてください。
□ある□ない

どちらかにチェックして

ください

909 Fannin Street
Houston,丁X77010
その他勤務先など日中の連絡先

電子舌     713( 652  )2977
携帯     (    )
メ|ア ドレス ry倒 i(DhO.mOfa.9o.jp

電話     (    )

い 薇 末 清 」〕■1合 は  有 効 期 間 が 10年 の  般 旅

ま l・ ホ|ヨ ]ま せ た .6● 用 の 口 請 景 ヽ
':記
第 1写 l●

■ )● IⅢ 月 し 1申 請 ttく だ さ い 。

この中薔書を提 |||
する日の年麟

満 (30)歳

［̈
『̈̈
．中［̈一

現

′
―
ヽ

恥

る
も
し

(‐卜所 東京都千代田区霞が関 2-2-1

氏名 外務 省太郎     申請者との関係  父   電話   03(3580)0000
日本|=i内の

緊急連絡先

外1倭TttT「疑li]」t

1目1共射霜昇含勇曇僧富| :

ヮTお |よ :ξ盗ヵ札
取得到
°はい□いいえ□ l…_日

の
1崖あJどちらなにチェック[ふ。
有 1外国組

し に｀/CCい °
   卜生 □

帰化朝を記入してくださ I EEl

次の各事項に該当しているか 141kか、日にν印を記入してください。

として偽造された文書を行使して (未遂を含む)、 日本国沖」法
により、有罪となり、判決が確定したことがありますか。  □  国
6国の援助等を必要とする帰国者に関する領事官の職務等に関
する法律を適用され外国から帰国したことがありますか。  □  口

1から 6まで全ての項目に
はい□いいえ□

該当する方にチェックしてくだ

さ い 。

旅券法建捩、¬ヮt襲
“
ゃ‐驚燎局ロロロr‐ピ

「
"り
ますか。

日本国旅券や渡航書を偽造したり、又は日本国旅券や渡航書

。はい□いいえ□

どちらかにチェック

してください。

・はいロヘチェック

された方は該当項目

を記入してくださ

い 。

0313条   10別 名併記 14暦外確認 OA讐 :人 OC解除

04対立lLtt ll lトヘボシ 15暦外表示 {)B失効 ()Dそ の他司[

OE職権  OH特倒1 0K特倒3

0G再作成 OJ ttf・ 12

(別記第 1号様式) ‖J紙の大きさはA4



（裏
面
）

出発予定日 令和  年  月  日|※」1要渡航先での滞在期間     □ 3ケ 用未満 □ 3ケ 月以 L
′
※次の各項目のいず才1か
び渡航先を記人してく

C機表面の11罰等関係欄(1

渡航目的 (具体的に)

②の場 Fヽ |よ、二重発給が必

今 11の渡航先 (渡 1産目買Z
[コ

タヽ

に該当する場合には、該当する項目
ださい。

乃回にヴ印をつけた 卜で、下記の渡航目的及

非ヘボン式□一マ字による
つづりは

″
旅券面の氏名表

言己
″
欄に記入してください。 ください)

コ |

ド

AUSTI N 夕」
ヘボン式□―マ字 : OS∪ TEIN
非ヘボン式□―マ : A∪ SttIN

外

在
務  大  臣
ヒューストン 大使

令和 有:

(過去

券が

'

その旅

ます。)

法定代理人 (後見人など)署名
(申 請子が成年彼後鬼ノ、の場合は、法定代III人 (成年後見

ア、)σ〕岩名が必要です。署名は必ず本人が戸籍に記載υ)

ヒふ |〕 かい書体で行つてください (署 夕|が困難な場合

を除く).本 人確認のために印鑑登録証明書を使用する場

はヽ、 押印力:ッ必要です。)

(1点でよい書類 )
□ 日本国旅券
□ 運転免許証
□ 個人番号カー ド
□ 船員手帳
駒 海技免状
□ 猟銃等所持許可証

□

□

□

口

□

□

戦傷病者 F帳
宅建姜ヽ引 1:証
電気上事十免状
無線従事者免許証
官公lil職 員身分証明書
身体障害者手帳
(偽造防止、写真付き)

(2彙必要な書類 )

日 健康保険証
□ 介護保険証
□ 印鑑登録証明書及び実rl

確
□ _Ll ttljl康 保険証 □ 後期高齢者医療被保険者証
□ llH It保険証   □ その他写真付きの身分証ilH書
EI 共済組合員瀬「  (学生証:社員llL、 公的な資嬌nlLI月書など)け堪:ぶ」「コ毛ξ

認

欄

宵

貧

庁

1疎 llH資料名 (

載
1理 rt(

欄

中
請
に
必
要
な
苦
〓
等

（有
効
な
旅
券
を
起
納
し
て
中
議
す
る
場
合
は
、　
一

自
治
体
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、
住
民
票
の
写
し
が
必
要
な
場
合
が
あ
―，
ま
す

一
、
戸
結
暗
本
　
一
通

（提
出
の
日
前
６
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
）

二
、
写
真
　
　
　
　
　
　
一
業

三
、
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類

（遭
Ｌ
免
許
証
守
の
場
合
は

一
点
、
健
無
保
険
証
■
の
場
合
は

二
点
，
有
効
な
原
本
に
限
る
一

園

園

齢

岡

屋

そ
の
他
特
１１
必
要
と
さ
れ
る
書
類

前
―‐‐―
発
治
を
受
け
た
旅
券

（令
和

二
年

二
月
改

正
）

呻調書類等提出委任申鵡圭圏
(法定イt理 人が中請者に代わって中

（令
和
五
年
二
月
改

正
）

が
申
講
書
類
等
を
提
出
す
る
場
〈

1私は旅券法第 3条第 6項の規定に基
18歳以上の申請者の申請書類等を代理人が窓口に

申

請

者

記

入

ご`
l持参する場合、申請者本人が申請者記入欄を記入し

てください。
口禾藝   'F   「 l

引受人氏名

LJ

中請者との関係

引受人住所

弓|

受

人

言己

入

私は本件
'1請
に係る必要書類等を中諦者に代わり提出することを引き受けまし

所持人自署は本人自筆のもの (又は適正な記名)であること及び写真は本人の
します。私は、過去 5年間、旅券の不正取得に係わつたことはありません。

た。在、が提出する申請者の

ものに相達ないことを確認

令和  年  月  日 連絡先電話番号

年

圧̈

土思

事

項

ォl請者の指定した者が、代わりに中請書類などを提||:する場合には、提||1者 本人を確認するに足る書類等を提4t(出 )し てく

ださい。
この中請による旅券取イ1が 日本国法金の静i「llに該当する場合、中請者 |■代わつて必要書類などを提出した者も罰せられる

こと

があります。

(別記第 4号様式)


